FCビゴール選手会規約
第１条（名称及び所在）　

　この組織の名称はFCビゴールとする。所在は代表者宅とする。
第２条（目的）

1 サッカーの面白さ・楽しさを味わうと共にたくましい体力をつくり、フェアープレーの精神を学ぶ中で、正しく強く創造性豊かな人間形成をはかる。

2 サッカーの練習や試合を通じて個々のサッカー技術習得と向上をはかると共に望ましい仲間つくりと協和・和の心を持つ児童の育成をはかる。

3 休日の親子のふれあいの場として相互の絆を深める。

第３条（活動方針）

1 年間を通じて練習また練習試合または交流会行い、選手としてはもちろん人間的にも社会に通用する子を育てる。

2 クラブ員の募集は随時行い、クラブの趣旨に賛同する者の入団を認める。

3 他の少年サッカーチームとの交流活動を積極的に行う。

第４条（活動内容）

1 練習に関しては、基本的に平日に中心に行う。練習試合及び公式戦を土・日・祭日に行います。時間等については、メールにて随時報告する。尚、練習試合の予定のないカテゴリーの子供に関しては指導者が都合の付く限り練習を行います。公式戦時、参加しないカテゴリーは基本的には休日にする。

2 尚、突発的な練習試合に関しては指導者から各学年責任者を通じて決定する。

第５条（構成）

1 本クラブの構成はクラブ員および当クラブの指導者とする。

2 本クラブは支援組織として育成会を持つ。尚、育成会の規約は別途定めるものとする。

第６条（団員）

　　本クラブ員は保護者の同意を得た児童及び園児を持って構成する。（入団申込書を育成会に提出する）但し、本クラブに加入し日本サッカー協会に選手登録した場合は他の少年サッカークラブでの公式戦には出場する事は出来ない。尚、指導者に関しては、指導者間・育成会役員で認められた人を指導者とする。

第７条（指導者）

1 指導者はクラブの目的を達成するため、チームの指導方針を立てその方針を育成会定例会に報告しクラブ員の指導にあたる。

2 指導者はスポーツを通じて少年を健全に育成する任にあたらなければならない。

3 指導者はそのクラブの代表者及び数名のコーチで構成する。

第８条（クラブ会費）

1 クラブ会費は1人、月／3,000円とする。

2 クラブ会費の納入は毎月25日（25日が土日及び祝日の場合はその翌金融機関営業日）にご指定の口座から銀行振替にて支払うものとする。
3 クラブ会費の使途

· 練習時、練習試合時の必要な用具や備品等

· クラブのイベント時の運営費用（自チーム開催のカップ戦、卒団式、OB会等）

· 試合等が遠方の場合のバス代（個人負担として別途、一家族1,000円徴収）

· カップ戦や公式戦での会議費や懇親会費

· 宿泊の伴う時の指導者。また、必要に応じて父兄の宿泊費
· その他、育成会が必要と認めた場合

· 試合開催時に必要と認められた食料や飲用水、また備品等（帯同父兄に決定権をゆだねる→費用等は遅滞なく会計に報告するものとする。

4 クラブ会費出費の決定権はすべて育成会がもつ。

第9条（クラブ員の送迎）

1 練習・練習試合・公式戦等、クラブ員の送迎は必要に応じて保護者が行う。尚、試合時の送迎は指導者が送迎する場合もある。また、育成会が送迎できない場合は公共の交通機関を使用する場合もある。

第10条（試合）

　　　試合参加のメンバーや選手起用等、試合に関する事については、すべて指導者に一任する。ただし、育成会会長や学年責任者を通じて選考基準等の説明を求められた場合、指導者は育成会議時にその説明をしなければならない。

第11条（指導体制）

　　　毎年、年度初めに各カテゴリーの指導者を育成会に報告します。基本的にその指導者が年間を通じてそのカテゴリーの指導や試合帯同を行う。但し、指導者が仕事の場合は変更もある。

　第12条（練習時・試合時の事故）

　　　　練習・試合の時にクラブ員が怪我等を起こした場合、指導者・その帯同した父兄は一切、管理責任を問われないものとする。また、クラブ員の送迎中の事故に関しても当事者は責任を問われないものとする。　

　第13条（遠征費・選手登録費等）

　　　　遠征費・研修費・選手登録費ならびに保険代に関しては、別途個人負担とする。

　第14条（備品の購入にかかる費用負担）

　　　　年間のクラブ会費では支出不可能な備品（ユニフォーム代等）の購入にあたっては育成会定例会で方針を決定する。尚、その際の決議は3分の2以上の賛同を得た場合にする。

　第15条（規約改正）

1 規約の改正は育成会会議時の協議で指導者・育成会会員の半数で決議される。

2 規約の改正はすみやかにクラブ員に通知されなければならない。

· 2002年1月5日規約作成　　　　・2003年7月規約一部改正

· 2007年4月規約一部改正　　・2009年4月規約一部改正
· 2011年4月規約一部改正　　・2017年3月規約一部改正
· 2019年4月規約一部改正
